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宮座
の
人類学的調
社
ム一山
査
li滋賀県伊
香郡余呉町下丹
生の
事例ii
l立
め
じ
本誌
で発表す
る
『官座
の社
会
人類学的調査』
と題した研
究報
告は、
今回
で五
度
目である。
前回
の町の
「は
じめに
」
で記した
ように、
IIm
は、
そ
の前にやは
り本誌上
で発
表した
「滋賀県
の宮
座の
現況」
とい
う予備
的広域
調査
にもとづ
い
て、
私
(高橋)
が調
査報
告した個
人研
究であ
っ
たが、
lV 
は
われわれ
東
洋大学
社会人類
学研究会
のメ
ンバ
ーに
よる共
同調査
の研
究成果
であ
って
、
同メ
ンバ
ーの
大
半が
東洋大学
アジ
ア・ア
フ
リカ
文
化研究所
の研
究員
であ
った
こ
とか
ら、
研究所
の
共同研究
プロ
ジェク
ト
「アジ
ア
・ア
フリ
カに
おける
宗
教儀礼
の
比較
研究」
の一環
とし
て、
その
社
会学班
の分
担にお
いて
調
査研究す
る
かたち
をと
った
。
今回
のV
は、
研究会
メ
ンバー
のす
べ
てが
ア
ジア
・ア
フ
リカ
文化研究所研
究員
であり
、
同時に
、
共同研究
プロ
ジェク
ト
の社
会学
班に属する
ので
、
当
然、
名実と
もに研
究所
の
共同研究報告
の
一部
である。
いず
れにしろ
、
私の
個人研究
の単
なる延
長ではな
く、
それ
から
伸展し
た共
同研
究の
二度
目の報
宮座
の社
会
人類学的調
査
V 
V 
松 芳 高
本 賀 橋
誠 正 統
高 清
尾 水
公 浩
矢 昭
一 明
告である。
なお、
私個人
の
調査研究
としては
、
これ
らと
は別に、
本誌上
では報
告し
なか
った
が、
別の
かたち
で発
表した
事
例が
一つ
ある
(拙著
「宮
座
の構
造と
変化
||祭記長老制
の社
会
人類学的研究」
一九
七八
年、
未来社、
所収
の第
六章、
事例V大
津市伊
香立
町南
庄)。
とこ
ろで
、
今回
のV
で何
故、
下丹生を調
査
地とし
て選んだか
につい
て
は、
若干
の理
由
がある。
前掲
の論
文
(「現況』)
や拙著
でも触れ
ておいた
が
(同妻、
二四
、
四
五、
五四
頁)、
滋賀県湖北
の余
呉地方
に関し
ては
、
私の前
記、
予備的広域調
査にお
い
て遺
憾なが
ら調査票
の返
信が
なく、
宮座組織や
儀礼
(オ
コナ
イ)
の存
続が
ある程
度、
情報と
して
入りながら、
集中調査実
施の機
会を得
ぬ
ままに、
時日が経
過し
てしま
った
。
幸に、
その
機会
がその
後や
っ
と到
来
した
ので
、
前述
の
如く共
同調
査と
して
、
一九
七
年春
に予
備
調査、
同年夏
から翌
年秋ま
で数
次に
わたる
本
調査、
さら
に七九
年夏
に最
終
的補充調
査を
行った
。
この
一連
の現
地調査
の合
聞には、
共同研
究者全
員に
よる
討
論を合
宿
などによ
り幾
度
も回を重
ね、
デー
タの
整
理分析が
一応
で
き
一
一
宮座
の
社会
人類学的調査
V 
た
の
で、
ここに
報告
発表す
る
に至
っ
た次
第である。
理論
的
考察も
できる
限
りすす
めた
つも
りだが、
充分に検
討で
きな
い
で問
題提
起にとどめざ
るを
得
なか
っ
た点も若
干あ
る。
これ
らに
つい
ては
、
いず
れ他日
を期
した
い
。
な
お
「宮座
の
社会
人類学的調査」
は現
在実施中
の
奈良県生駒地方
の本
誌上
での
報
告発表が
次回
に予
定
され
ている
。
最後
に本
稿
の執
筆分
担は次
の通りだ
が、
全体
の調
整、
とりまとめ
は私が
行った
。
なお、
下丹生
の
現地調査
とデ
ータ
処理
の初
期の過
程で
、
当時
の社
会学部社会学
科
の学
生、
津波
太一
君
の御
協力を得
た。
付記
し
て感
謝の念
を
表し
てお
く。
執筆分担
は
じ
め
/一、
I肖
橋、ーノ
調
査
地
の
概況
品
尾
ム
フ
組
織
松
本
三、
家族
・親
族
イ
家
族
高
尾\ーノ
ロ
親
族
" 
清
水
四
""市首
座長且
織
f、、松
本'-' 
玉、
宮座儀礼
(オ
コ
ナイ)
・:ji--ji--:::ji--
:
(高尾)
六、
むす
び||
従
来のオ
コ
ナイ研
究
と
下
丹
生
の
視
点
芳
賀、J
一
、
調査地の概況
調査地
である滋
賀県伊香郡余
呉町下丹生
は滋
賀県
の最
北端
に位
置
し、
東
四
は岐
阜県捧斐郡、
西は伊
香郡西浅井町、
南は
同郡木之本町、
北は余
呉町上
丹生
など
の数
部落
を経て
福井県南条郡
に接する
山間
地帯に
ある
(図1
およ
び写
真1参
照)。
余呉町全域
が
四方を山
で囲
まれて
い
るため
に気
温
は低く、
日照
時聞が
短
かいた
め
昔から産
業に
は恵
まれな
い地
域である。
現在
の余
呉町
は、
江戸時
代に彦
根
・淀・
膳
所藩お
よび天
領に分か
れて
属
していた
。
明治
二
二年の町
村制施行
に伴
って
余
呉・丹
生・
片岡
の一
ニケ
村が
生ま
れるに至
った
。
昭和
二
八年に
町村合併
法が制
定
され、
同二
九
年に
旧 余
呉村
・旧丹生村
・旧片岡村が
合
併し
て余
呉村と
なっ
た
(その後
、
町制移
行)
。
現在
二
八の
部
落が高時川お
よび余
呉川
の川
岸に沿
って
散在
している
。
下丹生
は北
陸本線木
之本駅
から国
鉄パ
スで
約二
O分
の距
離に
ある。
江戸
時代
は天
領に属
し、
明治期に
は旧
丹生
村に属し
ていた
。
下丹
生のムラ
とし
ての
成
立時
期を明
らか
にする
ことは
できな
いが、
明治初期に
は戸
数が
七O
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戸を越
えた
こと
がある
といわ
れている
。
「明
治村政史」
によれ
ば
、
下丹生
の戸
数が
明
治ニ
二年
に六
O戸
・同
三四
年に
五六
戸
・同四O
年に
玉四
戸で
あ
り、
漸次
減少し
てい
ること
がわかる。
明治期に
おける生
業の中
心は
農業
・
養蚕
およ
び林
業で
あるが、
この
地
域は
山間地帯
であるため耕
地が狭く日照
時聞が
短か
いとい
う悪
条件
にある。
それゆ
え農
産物
の収
穫量が
少く、
し
か
も品
質が
悪
いと
さ
れていた
。
明治四
四年の調
査によれ
ば、
下丹生
の耕
地所
有面積
のう
ち
「田」
は一
六
五
反・
一戸平均
三反
、
「畑」
は一
九
二
反・
二
戸
平均
一一一
反六畝
、
「山林
」
は入四六
反・
一戸
平均
一
五反七畝とな
って
いる
。
養蚕、
がい
つ下
丹生
に入
っ
てきた
かは
定か
ではな
い、
が、
明治
三
二
年下丹生
に
養蚕改
良組合が
組織さ
れ、
技術員
を招き飼
育方
法など
の改
良が
行わ
れた。
さら
に明
治三
四年に
は
生繭乾
燥場を設
置し、
県
の補
助を受け明治
三七
年に
は共
同飼育場
を設
置した。
それ
以
降、
旧丹生村
全域に
共同飼育
場が
設置さ
れてい
った
。
耕地が狭
いために
米
作農業
だ
けでは
経
済基盤を確
立する
こと
は困
難で
あり
、
養蚕と林
業に
たよ
らざるをえな
い状
況
にあ
った
。
明治期に
は林
業も養
蚕ととも
に盛ん
に行わ
れ、
当地
で生
産さ
れる木
炭は
品質が
良く
かな
り需要が
あ
った
といわ
れて
いる
。
ある
インフォl
マ
ントに
よれ
ば
、
「明治期は養蚕
・林
業が
盛ん
であ
った
こと
から、
下丹生
の
生活状態
は安
定し
ており
、
当時、
福井県南
条郡
から
の
出稼者
も
かなり
いた
が
、昭
和一
O年
頃か
ら養蚕が年を追
って
漸次
衰退し
、
戦前
では
収入源
のうち
農業
(米作)
・養
蚕
・ 林業
から各三分の
一で
あった
」
とい
弓ノ。
昭和
二九
年の調
査によれ
ば、
戸数
回六のう
ち農家戸
数三
九で
あり、
専業
農家が
八戸
・ 兼業農家が
三二
戸とな
って
いる
が、
その
う
ち第
一種兼業農家
一三
五
宮座
の
社会
人類
学的調査
V 
が二
三戸とな
って
いる
。
経営規模別
では、
「0
・玉J
一
ヘク
ター
ル」
が
三戸
で最
も多く、
次い
で
「0
・三
1
0・
玉ヘ
クター
ル」
の九
戸、
「0
・三
ヘク
ター
ル未
満」
の四
戸、
「一
t一
・玉ヘ
クター
ル」
の三
戸の
順と
な
って
おり、
一戸
平均経営規模
面積
は0
・五
九ヘ
クク
ール
である
から、
経済基盤
は安
定
して
いなか
っ
たとい
えよ
う。
次に、
下丹生
の現
況を明ら
かにし
てお
く。
住民基本
台帳
を中心
として
近
年の世
帯数
と人口
の推
移を
みると
(表1参
照〉、
世帯
数は昭和
二
九年以降昭
和五O
年ま
で漸
次減少
の傾
向を示
している
が、
昭和
四O
年に急
激な減
少が
みられる。
そ
の理
由
とし
て、
昭和
三五
年
以降世帯主
の
長男
以下が積
極的
に
阪神地域
に就
職のため
に他
出し
てい
った
こと
があ
げ
られる。
だが、
そうし
た状
況はわずかな
期
間で
あり、
余呉町周辺
に企
業が
進出す
る
に伴
って
、
長
男以下
の
自宅
通勤者が
大部分を占め
るよ
うにな
った
。な
お、
女性
の場
合は
長女
も含め
同様な慎
向
がみ
られる
ので
ある。
した
がっ
て昭
和四O
年の減
少
は一
時的
な現
象にす
ぎず、
それ以
後は急
激な変化は
みられな
い。
一世
帯あ
たりの平
均家
族員数
は昭
和
三五
年
以降、
昭和四
O年を除き余呉
町全体に
比較し
て多 く、
昭和
五
二年の時
点で四
・二
九
人で
あるから
世帯規
模と
しては
大き
い方
と言え
るで
あろう。
次に
下丹生
の男
女五才
別人
口構
成を
みると
(図2
参照)
、
特徴的な
こと
は、
男女と
も玉
O代が
高率
で、
一ニ
O代前期が
低率
である
こと
である。
この
ことは
、
男女
とも
こO
代の
人口が他の世
代に
比較し
て低
率であ
ると
いう
今
日の
農村
の一
般的傾
向と
は、
やや
異っ
ている
。下
丹生
の男
子二O
Jニ
九 才
は一
一名で
、その
う
ち九
名ま
でが長
男で
あるが、農
業従事者
は皆無
である。
下丹生
では長
男相続が
一般
的で
あるが、
必ずし
も農
業後継者
を確
保し
てい
世帯数 ・ 人口数 ・ 平均世帯員数の推移
余 呉 町
年 次
世 間 | 人 口 数 1 ;帯員室 世 帯 数 l 人 口 数 ! 主帯員襲
385 1 ， 731 4 . 49 45 195 4. 33 
29年 387 1 ， 715 4. 43 46 198 4 . 30 
35年 1， 469 6 ， 407 4. 36 42 198 4. 71 
40年 1， 419 5， 776 4. 07 41 156 3 . 80 
45年 1， 362 5， 476 4. 02 36 172 4. 78 
50年 1， 344 5， 247 3 . 90 35 169 4 . 83 
52年 1， 346 5， 222 3 . 88 35 160 4 . 29 
ムノ、
ると
は言
えな
いよ
うで
あ
る。
職業
に
つい
てみると
、
一六
世帯
のう
ち
三二世
帯
が農
家だ
が、
農家
の経
営
資 料 : 住 民基本 台 帳 (昭 和52年 は 現地調査〉
規模
は0
・玉
ヘク
ター
ル
未満
が一
一世
帯、
0・五
ー一
ヘク
ター
ルが
一九
世
帯で
最も多く
、
一J
二へ
表 1って
占め
られ
ている
。
クタl
ル
はわ
ずか
二世
帯
とな
っ
ている
。
一世
帯あ
たりの平
均経営規模
はO
-五
ヘク
ター
ルとな
って
いる
。
基幹
的農業従事者
は一四
名
(男六
・女
八)
であるが、
すべ
てが玉O
才以上
の中
高年令
層に
よ
一九
七
五年
農林業
セ
ンサ
スによ
っ
て経
営耕地
・農
作物
・農業収
入など
の
状況
をみると、
経営耕地
の大
部分が
水田
であり、
作付
の種
類は稲
が主
体で
桑は皆
無である。
農業収入
は三
O万
円未満
の
世帯が
最も多く
一六
世帯、
次
いで
三0
1一
OO万円
未満が
二二世
帯とな
って
いる
。
昭和四
O年に農
業改善事業
で耕
地
整理を行
ったので
、
一ヘ
クター
ル当り
米八俵
取
れるよ
うにな
った
が、
それ
以前
は米五
俵取
る
のがや
っと
だっ
た
と
言う。
農業
の機
械化を推
進させ
よ
うと
すれば
、
経営
耕地が
一世
帯当
り一
一へ
ク
タi
ル以
上な
い
と農
業経
営だけ
で生活を維
持
する
ことは
困難
であるとさ
れている
。
したが
っ
て下
丹生
の場
合、
生活基盤を農
業に依
存
する
こと
は
で
きな
い状
況であるから
、
職業を農業以外
に求め余
呉町周辺
の第二次
・ 第三
次産業
に就
職
し、
第二種
兼業が
増大す
る傾
向に
ある。
一一
、
組
織
ム
-フ
下丹生
に見
られる
ム
ラ組
織
とし
ては
、
区
・ 組、
諸頭衆
〈官
座組
織の章で
説明)、
宗教別集団
と
して
の寺の檀
家と天理
教戸
(写真6
参照)
、
性と年
令
別集団
と
して
老人
クラ
ブ
・婦
人会
・青年会な
どが挙
げられ
る。
ここで
は実
際の
ムラ
生活
におい
て比
重
の大
きい区
・組
の
組織を中心
に記
す。
下丹生
に居
住
する
二一六
戸の内
、
一二五戸
がム
ラ付き
あ
いを
し
ており
、
し
た
がっ
て三五
戸で
ムラ
組織を構成
し
ている
。
各戸
の
配置状況
は図3
の様で、
景観
としてはこん
もり
茂
っ
た丹
生神
社の森の東
側に
五戸
、
同じく
南
側に
三
O戸
のニ
集
落が
見
られる。
ムラ
付きあ
いに
加わ
って
いない
一戸はそれ
より
さらに南
側に離れ
て位
置し
ており
、
近年
造られ
たチ
ップ
(材
木処理)
工場
敷地内
に住
んでいる
。
その
二戸
お
よび
工場
持主
は
町内他地区出身
者で、
他
地区に住
むそ
の持
主が
正月
などに丹
生神
社に献
酒す
る程
度の
付きあ
いに
留
まっ
ている
。
下丹生
の集
落を眺
めると
、
母屋
・隠
居家
・納屋など
の建
物が
林
立し
てい
て、
他所者
に
はどの建
物
がどのイ
エ
に属
すのか
、
また
各
戸の
敷
地
の境
がど
こか
見分
けの
つか
ない場
合が
多
い。
ここ
では
隠居
家は母屋
(オ
モヤ
と呼ぶ)
{呂座
の社
会人
類学的調査
V 
国
3 
下丹生
世帯配
置
図(
昭和田 年日
月)
(東皇)
① 
(前田 )
一一字界線
( ) 字名
(宇山 )
口宇山組
O東旦組
ム南里組
。前田組
(南里)
と別棟
で
持つ
の が一
般的
で
(写真7
参照)
、
場合
によ
って
は隠
居家が
母屋
と
は道
路を隔
てた反
対側
に立
って
いる
例も
ある。
さらに少
数なが
ら母屋と
は
(4) 
別々
に食
事
をしたり
、
ある
い
は別の財
産を
持つとい
う
例も見
られる。
しか
し、
ム
ラ組織を構成
する
三
五戸は、基
本的
に
は母屋の連
合で
成る
と言
える。
隠居家
が母屋から
独立
し
て、
区・
組の組
織に入
って
いる
例はな
い。
隠居す
ると
、
一定
のムラ
付きあ
い
から
も退く
のが原
則で
あり、
ただ
母屋
の都
合の
悪い
場合は
隠居が
その
家
を代
表し
て参
加
するが、
それ
は母屋
の代理と
して
である。
宮座儀礼
のよ
うに座
順が
定ま
って
い
る場
合に
は、
代理は末
座を与
一三
七
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えられ、
母屋の持
つ座
位に坐る
ので
はな
い。
ムラ
組織を
家単位
で構成さ
れ
るも
のと
、
個人単位
で構成
されるも
の
に分
け
ると
、
前者
に
おい
て隠
居家は
母屋と
一体
にな
っ
て、
しか
も
母屋に付
随
する形
で
他の家々
と関
係をも
っ。
しか
し後
者の、
老人
クラ
ブや
別当
(官座組
織に
お
ける
一役職
。
後述
する
よ
うに重
要な地
位を占め
る)
職を
通し
てのムラ
付き
あいにおい
てはその
限
り
でな
い。
母屋
の後
継者夫婦が
そのイ
エ
を代表す
る原
則と
は
言え、
今日
のよ
うに
ムラ
の
外に職
を得
て働
きに
出て
いる
場
合が
多い
と、
実際
には
隠
居世代
の出
る幕
が多くな
って
いる
。
地区内
に新た
に家
を構え
た新
分家や転入
戸の区
・組
入り
について
は、
概
ね旧
来戸と同等
の資
格でム
ラ組
織に加
えられる。
長年に
わた
り戸
数減少
の
傾向
にあ
って
、
ムラ
入り
制限を窺
わせるよ
うな
規範
・事
例は見
られな
い。
むし
ろ新入
戸に対し
ては
、
下丹生
に住む聞は部
落有
林の
一部を割
山し
て地
上権を貸し
与え、
田柴や薪を採
る必
要に
応じたと
いう
位である。
これ
は実
際に
は新
分
家に応ずる措
置だ
った
らしく
、
転入戸
もそれ
に準ずる扱
いを
受
けたも
のと
思われる。
転入戸
の例は少
なく、
現三
五戸の中では
二戸
だけ
で
ある。
これ
は古
くから
他
地区
より
奉公
に
来て
い
て、
明治末期
に転
籍
の
後、
独立
して
家
を構
え、
ムラ
入りし
て同等
の付きあ
いを
重
ねて
いる
。
現在
四代
目と代
も重
ね
ている
のだ
が、
いま
でも他所か
らの
転
入戸と言わ
れる
こと
も
ある
ようだ。
そし
て、
実質
的には、
宮座
の
当屋を勤め終え
てこそ
、
ムラ
入
りが完
成す
ると
言h
える。
さて、
三五
戸が
宇山組九戸
・東里組九戸
・南
里組九戸
・前田
組八戸
の四
組に分
れている
。
昭和
二七
年に
は宇
山
組一
四
戸・
東
里組九戸
・南里組九戸
-前
田組
一 O戸
であり、
それ
以降現在ま
での
聞に、
宇山組
で転出
・絶
家七
八
戸およ
び新
分家
の組
入り
二戸
、
前田組
より
転
出二戸
の移
動
がある。
組問
の
所属変更
は
ない。
この
四組は近
隣
組で
もあり、
丹生神社
の
神事組
でもあ
る。
近隣組
と
して
区長
の下
に統
合さ
れ、
神事
組と
して
宮
座組織
に統
合
され
てい
る。
そし
て
各組
で講をす
るので
、こ
の組はま
た講
組で
あると
言
える。
組が
単位
とな
って
様々
な機
能を
し
ているので
ある。
先ず組分け原
則から
触れ
る
と、
元来
は
宮座神事
組と
して
小
字毎
の地
域割
であ
った
とい
い、
東里座
・南
里座
などと称し
てまとまり
、た
とえば大
般
若のお
っと
めや
心経会な
どもそ
のグ
ル
ープ
を単位
と
して
行われ
たと
いう
。
それは
現在
の組
名が
小字
名に由
来し
ているこ
と、
そし
て大
半の家
が本
来の
小字に
家を構え
ているこ
と、
組
毎に講と称し定
期的
に会
食し
てい
ること
か
らも窺わ
れる。
戦前
の組
分
けの
歴史的経過
は記
録文書が
見
られ
ない
の
で不明だ
が、
昭和
一O年
に肥
後
和男
「西座
・中
座・川
座・
諸人頭組」
の四
集
博士が調査さ
れたも
のを
見ても、
団で
あ
った
こと
が知
られる。
我々
の調べ
ではその座
名が
出て来
なか
ったの
で、
現在
のどの
組
と関
連す
るの
か不
明で
ある。
「諸人頭組
」とは、
四組
(座)
の中
で諸人頭
(宮座
組織
の章
を参照)
を出
してい
る組
を指すも
のと
解さ
れ
る。
いず
れにせよ
、
その
当時
の組
構成を伝え
る手
掛りは得
られて
いない。
その
後
の状
況変化
に
よ
り、
地
区(
下丹生)
内転居
の
場合
は組
替
えしない、
組相互
間の戸
数均衡を
できる
だけ
維持す
る
とい
う原
則に変わ
って
きて
いる
のは
明
らか
である。
p- h v pF、
ナ J
キ /
そう
い
う地域割を第
一
にする原
則が
、
それは、
家の所
在字名
と所
属組
名の
一致
し
ない
玉例
、
およ
び本
分家
と組
との
関
係によく
表
われて
いる
。
まず
宇
名l
組名不
一致
例を見る
と、
世帯番
号9
・2
・ぉ・お
・幻
(図3参
照)
がそれ
に該
当す
る。
たと
えばお
は、
{ 子
前田
に位
置し
、
南里組に
属し
ている
。
この
場合
は
一 O年
ほど
前に県
外
へ転
出した
者
(元
前田組)
の残し
た家屋
を買
って
引越
し
たこと
が分
かって
お
り、
地区
内転
居の例である。
転居と
は言え、
道路
の
すぐ
向側が
自ら属する
組であり
、
組内
コ
ミュ
ニケ
ーシ
ョン
に
支障を
来すも
ので
はな
い。
不一致
事
由は不明
だが、
9・
2
・mも
同様
の位
置関
係にあり
、
さほど
問題に
はなら
ない。
異例
なのは
お
で、
ポツン
と一
戸だ
け離れ
て位
置
している
。
これ
は新
分家
の一
例で
ある。
犯は
、
おの
分家
で
あった
A
(字宇山
に住み、
元宇山組
員だ
った
)
が数
年前絶家
した
ので
、そ
の跡
を継
ぐ形
で再
びお
よ
り(
他出
し
てい
た
者が
戻っ
て )
分出
し、
家
は便
利の良い現
在地
(こ
こも
転出跡
地だ
っ
た) に定
めたも
ので
ある。
組
の欠
員を新
分家
で補充し
、組
相互
間の
戸数均
衡を
保つ
ようにした例である。
続い
て本
分家
と組の関
係を見ょう。
下丹
生での
本
分家関係
は
ここ
での
分
析上、
一ニ
つに
分けら
れる。
すな
わちそ
の関
係の成
立が古
くて具
体的
に何
故
本分家な
のか
不
明な場
合
(七
例)、
分出経過
の明
らか
な場
合
(五
例)、
養子
として
の出
先を分
家と称
する場
合
(一
ニ例)
である。
それぞれ
の場
合に
つい
て、
本家
の所
属組
と、
分家
の組の
一致
する数は、
各一
である
にす
ぎな
い
。
前述
の詑
と並ぶ近
年の
新分家却
を見る
と、
昭和三
九年
に東
里組四
から
一一一
ニ
才で
分家、
しばらく
仕事
に専
念
し、
昭和四
四年に区
・組入
りし
て宇
山組員
五四
年正月に無
事当家
の勤め
を果た
し終
えている
。
以上
のよ
うに
組分け
に
おいて
は本
分家
の関
係は重複せ
ず、
現在
でもか
つて
の地
域
割が
そ
の基
礎に
ある
と言え
る。
となり
、
ところ
でそ
の組
分け原則
の変
化
が何に対
応し
て起
きた現
象か
と言えば、
一つ
に
はムラ
内
一つ
には
ムラ
外部
の
町村合併や税
制変佑
への
対応
であり
、
部で
の
一種の平
等主
義の表
われ
であると
思
われる。
外的な行
政制度
の変
伯
宮座
の
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からム
ラ共
有財
産を守
る
ため、
下丹生
では
先手を
打っ
てか
つて
の共
有林を
下丹生出
身者が
神職資
格を取
得し
て、
丹生神
社神主
を勤め
るよ
うにし、
社有
林の運
用は組に
下し
ている
。
組は
その
地上権を
共
有し、
社有
林に改
め、
また
組行
事に要
する経
費の会
計
・動産を個別
に持
つよ
うに
なった
。
そのた
め地区
内転居
をし
てもそ
の保
有権利関係
は動
かさな
い原
則が
立
つ
ようにな
った
。
一方
、官
座の当
家の経
済的負
担を軽
減
し、
どのイ
エ
でも勤め
うる
よ
うに、
当家
の手
伝いを
親類
から
組
で行なう
よう
改め
た
(宮座
組織
の章
を参
臨む
ことで
、
組の戸
数に差
を出
さな
い
均衡原則
が立
ったので
ある。
組の結
合は、
様々
な面
で固
められ
ている
。
定期
的に当
番の宿
に集
ま
って
する講
、
そ
の時に会
食
があり
、
時に
は組
会議
ともなる。
山の
下草
刈り
・簡
易水道井戸
さら
え・
その
他の共
同作
業は区
全体に関わ
るが、
組単位
で組
織
され、
そ
の際の連
絡や
お茶
の世
話役
として、
組内家並
順の
一年交替
で組
世
話ま
たは組
庄屋と称
する奉
仕的役割
がある。
それと
は別に政
治
・行政的面
で組
議員
(区
総会時
に選
出)
が、
各組
の
意見を代弁す
る
。葬
式・
結
婚式
は
親類中
心で
、
組は関
与しないが、
トナ
リと
して
手
伝う
こと
がある。
区全体
の役
割
とし
て、
区長
・肝
煎
・ 夜警
・ 氏子
総代な
ど
がある。
区長は
任期
一年
、
区総会
で選
出さ
れ、
再任
の例は
ない。
そ
の仕
事は多
忙で
、
組議
員と
月一
i一
一回
集会所
で会
議を
し、
諸問
題を協
議す
る。
共同作業時
には
組
世話
をまとめ
て連
絡を取
る。
実行組合長
を兼
任し
、肥
料
・ 種の注
文を
まと
め、
農業構
造改善
の調
整に当
たる。
オコナ
イ
の折に
は組庄屋を
介し
て各
戸
より
米を集め
、
また
餅を
配る指
揮を取り
つつ
、
儀礼
のほ
とんどに
参席
し
て
規約通
り行
われて
いるか
の守り
番をす
る。
そし
て外
部に対し
て
区を代
表す
る。
こ
の区
長の手
伝いとして
肝
煎が
あり、
木製
の肝
煎札
に記さ
れた順に、
一三
九
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一日
交替
で当た
り、
朝
区長
宅に行
きそ
の日
の仕
事を尋ね
る。
夜警
は、
雨の
降ら
な
い晩
一O時に
約
一メ
ート
ル
の鉄
棒を引きず
って
村を歩き回
る火の
用
心の
見
回り
であり
、その
鉄
棒に
ひも
で結び付
けられた
木
製札
に
「自身順番」
が明
記
されており
、
その
順に当た
る。
遠く
の家に引
継ぐ
ような
順番
とな
っ
ている
。
この
よ
うに区
全体の
コミュ
ニケ
ー
ション
の
回路は
いくつも
あり、
その
上
集会所
(写
真5)
に
は下
丹生各
戸に通
ずる有
線放送設備
がある。
氏
子総
代は組に関
係なく区
全体
から四
人選
出
されて
いる
が、
宮座組
織お
よび
儀礼
には
関与
し
ていない。
、
{ゑ
族
親
B矢
ィ
、家
族
下丹生
は昭和五
二年
八月
現在、
三五
世帯
であり
、
平均家族
員数
は、
四
二九
人で
ある。
家族規
模は、
三人
、
四人
、
六人世帯
で全体
の七
一・
四%
を
占め
ている
(表
2
参照)
。
家族構成
は、
「核家族世帯」
二O
(五
七・
一%
)、
「直系家族世帯」
一玉
(四
二
・八
%)
とな
って
おり
、
六五
歳
以上
の家
族の
い
る世
帯は、
一七
世帯
(四八
・六%)
であ
るが
、
その
うち
一
三世
帯
が
「直系家族世帯
」
のなか
で
暮し
て
おり
、
四世
帯が
「核家族世帯」
のなか
で暮し
ている
(表
3
参照)
。
次に世
代累積
の状
況を
みると、
二世
代が
一九
世
帯(
五
回・
一二 )、
世
代
が一
三世
帯
(三
七・
一%
)、
一世
代が
二世
帯
(五
・
七%)、
四世
代が
一世
帯
(二
・九
%)
とな
って
いる
。
家族構成
と同居
世代
数と
の関
連を
みると
、
二世
代
「核家族世帯」
が一九
世帯
(五四
・三%
)、
三世
代
「直系家族世帯」
が一
三世
帯
(三
七
・
一%
)、
一四
O
世 帯 数 (%)
一世
代
「核家族世帯」
が二世
家族員数別世帯数
家族員数 |
(100. 0) 
(0 . 0) 
(8 . 6) 
(20. 0) 
(22 . 9) 
(14. 3) 
(28 . 5) 
(5 . 7) 
帯(
五・
七%
)、
四世
代
「直
系家族世帯」
が一世
帯(
35 
。
3 
7 
8 
5 
10 
2 
九%)
とな
って
いる
(表
4参
昭小
)。
計
表 2
2 
3 
4 
1 
5 
6 
7 
婚姻に
つい
てみると、
現住
の完
全夫婦
三
三
組
の
うち部
落
内婚が
二一
組
合二
六
・四%
)
でかなり
顕著
で
あるこ
とからム
ラ内
の家
格差
が少い
と、
一応
考え
てよか
ろう。
次に、
現在
の世
帯主
の続
柄
をみると
、
長男
一八
人、
二男
二人
、
四男三
人
、
養子
三人
、
笠養子
一ニ人
、
妻四人と
な
って
い
る。
さらに続
柄構成
をみると、
傍系血族
が
三例
あるが、
それを
検討
し
てみる。
一例
は未婚
の単
身者
で
ある
ため結
婚後
はイ
エを
出て
いく
もの
と考
えられ、
他の
二例の
うち
一例
は七七
才で
あり
、
も
う
一例
も玉
一才である。
両方
とも
単
身者
である
から
終身同
居
するも
のと
思われる。
した
がって
、
これ
らは
傍系血族を含
むが
家族構成
は
直系家族
と考え
てよかろ
う
(表
5参
照)
。
この
ように下
丹生
にお
いて
は
、長
男が
イ
エを
継承
し
てい
くも
のと
され
て
いる
。
他方
、
次子以下
に
つい
ては
高校
や
大学
を
出る
と
ムラ
外に出る
のが通
例で
あり、
ムラ
内に分
家
す
るも
の
はきわめ
て
少数
である。
下丹生
の家
族の世
代継承
の特
徴と
して
は、
①
長男が
結婚す
る時
点で
親夫
婦が隠居屋
へ移
り住
むが、
生活は分
離
しない
こと。
②父親
の死亡した時
点
で
長男が
家屋
敷
・田
畑
な
ど
を単独
で相
続をす
ること
が
指摘
できよう。
次に、
隠居慣行
の実
態
を
検討
し
てみ
よ
う。
下丹生
の
隠居
慣行
の特
徴を概
成核 家 族 世 帯 l 単 独 その他
総 数 夫 婦 の
小 計 と と 世 帯の み 子 供 子 供 世 帯
35 20 2 14 4 15 
総 数 10o . 0 57. 1 5. 7 40 0 1 1 .  4 42. 8 
100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 
う ち 65歳以上の 17 4 2 2 13 
親族のいる世帯 100. 0 23 . 5 11 . 7 1 1 .  7 76. 5 
(高年齢者世帯) 48 . 6 20. 0 14. 3 50 0 86. 7 
構族� 記事Z表 3
f、、
\ノ
観す
ると、
(一
)隠
居屋
(棟)
について
は
対象世帯
一四
のう
ち隠居
屋のない
のは二世
帯のみで
ある。
隠居屋は
すべ
てが
「母屋」
に隣
接し
てお
り、
いわ
ば同
一屋
敷
内別棟
であ
る。
ただ、
下丹生
では昔から
「隠
居屋
を母屋よ
りも地理
的に高
い場
所に建て
ることは
鬼門」
とされ
て
いるこ
とか
ら、
母屋に適
当な空
地
がない場
合に
は、
やむ
なく母屋に
隣接
した
別屋
敷に隠
居屋
を建
てた
例も
ある。
さらに、
老親が
病気
の
ため動
くこと
が
できな
い
から、
別
棟の
隠居屋
と母
屋を
構造的
に
つな
内 、 ら い
別 、 は だ
棟、 例 例
が 外 も
一 的 あ
般 明 る
的 \. が玄手、 、で の
あ っ 現
る て 時
点
向 、 で
一、 は
屋、 こ
敷、 れ
隠居時
期は、
長男
の結
婚と同
時に親
が次
子以下を伴
って
隠居屋
へ
移る親
別居
の形
態を
と
って
いる
。
した
が
って
、
長男夫婦
と親
は同
一住
居
(母屋)
で寝
泊を
しな
いの
が
一般的な慣
行
で
ある。
例外
と
して
、
隠居屋を
欠く
ために、
長男夫婦
が結婚
後も親
夫婦
と同
居し
てい
た例
がある
が、
これ
宮座
の
社会人類
学的
調
査
は結婚
後三年
目に隠
居屋を新
築し
て別
居し
た。
下丹生
では
昔か
ら隠居
慣行
V 
同居世代数と家族構成
数 ! 宮 家 警 i 単独世帯 | 主の他言
総 数 35 (100. 0) 21 (60. 0) o (0 . 0) 14(40. 0) 
一世代 2 (5. 7) 2 (5. 7) o (0. 0) 0 (0. 0) 
二世代 19 (54 3) 19(54. 3) o (0 . 0) o (0. 0) 
三世代 13 (37. 1) o (0 . 0) o (0 . 0) 13(37. 1) 
(2. 9) 回世代 1 o (0. 0) o (0 . 0) 1 (2. 9) I 
が存
在
するが、
家族周期
の段
階に
よ
っ
ては
、
隠居屋が
老朽化し
てい
る場
合が
出てく
る。
その
場
合、
長男
が
結婚す
る
前に、
隠居屋を修理
ある
いは
新築を
し
て隠
居に
そなえ
て
の準
備
をし
ておくの
が通
例である。
なお家
族周期
の段
階に
よっ
て隠
居が
いない
場合
が出てくる
が、
その
場
合は隠
居屋を子供
の勉
強部
屋と
か物
置と
し
て利用し
ている
。
/戸、
'J 
隠居
の内
容である
が、
下丹生
の隠
居慣行
は
世帯分離型
の隠
居ではな
く、
隠居
・母屋
の複
合世帯型
である。
57. 1) 
28 . 6) 
28 . 6) 母
例えば、
住居
は別にするが、
表 4続 柄 構 成
配
2 ( 
食事(台所)
・生
計は共にする
のが
普
通で
ある。
し
たが
つ
35 (1000. 0) 
30 ( 857. 1) 
71 (2028. 6) 
57. 1) 
5 ( 142. 9) 
11 ( 314. 3) 
弟
妹
て、
隠居屋
に
は台所を設
置
し
ない
のが通
例である。
父
相続も長男
が単
独
で家
屋敷
2 ( 
兄
姉
祖
-田
畑を
はじめとし
て、
財産
主
者
子の配偶者
母
-位
牌など
一 切の先
祖伝
来の
「家」
の象
徴を受け
つぐの
であり
、
次子以下
表 5
{隠
子
帯
孫
世
はフ
ォーマ
ルに
は財
産を放
棄し
、部
落内
に分
家
する
ので
はなく
他出
する
の
である。
さて
、
長男
の
結婚時
に親
が隠
居屋
に移
り住むが
、こ
の時
点
で財
産を長
男
四
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に譲
渡する
ので
はな
く、
父親
が死亡し
た時
点で
長
男に譲
渡
すると
いう
方式
であ
る。
だか
ら別
居・同
炊・同
計の
い
わば隠
居
・母
屋
複合世帯を
形成す
る
ので
ある。
隠居
と母屋
の食
事を
別に
してい
る例
もあるが、
こ
れは老
親が
病
弱で
あるため、
食事
の
内容を変
えざるをえな
いこ
とによるため
であり
、例
外的
である。
下丹生
では明
治期以前
から
隠居
・母屋
複合世帯が
形
成さ
れて
おり
、
隠居
と母屋
の
世帯を完
全
に分
離し別居
・別
炊・別
計に
する
こと
はイ
エの
恥辱と
され
ている
。
あるイ
ン
フォlマ
ントによれ
ば、
「嫁と姑
の仲
が
どの
ように悪
くて
も別炊
・別
計に
はしな
いの
が
下丹生
の慣
行である
」
とい
フ。下丹
生にお
いて
は、
原則
としてイ
エ
を代
表
するも
の
は世
帯主
一名
のみで
あり、
臨居
・母屋
複合
世帯は
一つ
の家
族と
みなされ、
ムラ
の交
際に
お
いて
隠居は
一戸前
とはみ
なされな
い。
(四)
老親
の地
位に
つい
て
もう
少し立入る
と親
は長
男の
結婚後
に名目
上
は隠
居生活
に入る
の
であるが
、
実質
的に
は隠
居後
もかなりの家
長権を保持
している
。
たと
えば、
法事
など
のイ
エ
の行
事お
よび財
産に関
する事
柄は
ほ
とん
ど老
親に相
談し
ているので
あり、
親が健
在中
に
長男
がイ
エ
の諸
事
を勝
手に取
り行
うこ
とは
ない。
さらに、
イエ同
士の
つき
あいに
ついて
も長
男の
代理
とし
て
ではある、
が、
隠居が出
てい
く場合
が多い
。た
だ、
長男
の結
婚時
の年
令が
三
O才前
後である
から、
隠居
の初 期では老
親
がかなりの権
限を持
つが
、
長男
の年
令が高くな
るに
つれ
て漸
次長男
に権
限が移譲さ
れる
の
であ
る。
なお、
隠居
の
身でム
ラ
の役
職に付
い
ている
ものはいな
いが
、
町レベ
ル
の役
職に付
い
ている
ものはいる
。
隠居す
る
こと
によ
っ
て老
親
のイ
エで
の
地位あ
る
いはムラ
で
の地
位が薄れ
四
るの
ではな
く、
インフォ
ーマル
に
はかなりの地
位を占
めている
のが
実状
で
ある。
(五〉
隠居慣行
に対
する
ムラ
人
の意
識は、
隠居慣行を
いま
でも尊
重する
とい
う意
識が支配
的である。
現在
でも
隠居屋が
修理あ
るい
は新
築
されて
い
るの
はかかる
意識
の現われ
であり、
だか
らこそ
「嫁と姑
の仲
が
うま
くい
く
」と
いう
芦さ
え聞か
れ
るの
である。
ム
ラ人は進ん
で隠
居慣行
を尊重
して
おり
、
われわれ
の調
査時
にお
い
ても、
隠居慣
行を否定す
る意見は全く聞か
れなか
った
。
下丹生
の
隠居慣
行は単に
「慣行」
として
ではな
く、
現在
の
生活機
能
の重
要な要
素と
な
って
いる
とい
える。
以上が
隠居慣行
の実
態であ
るが、
ここ
で隠
居慣行
が宮
座組織と
どのよ
う
に関
わっ
ている
か
を少し検
討し
てみよう
。
親
の隠
居時
期と長
男
の
宮座組
織
への
加
入時期に
つい
て
は、
現世帯主
の結
婚年令
の平
均は
二八
・三
才であ
り、
宮座組織
へ
の加
入年令
(諾頭入
り)
が二O
才頃
である
から、
三二
才
前
後で
宮
座成員
〈諸
頭衆)
を脱退
するわけ
である
。と
ころ
が、
三二
才
前後
で
はま
だ老
親
がかなりの家
長権を
有し
ている
た
め
、宮
座成員脱退後も
ムラで
の地
位は
確固た
るも
の
になり
が
たい。
しか
、
前世帯主
の時
代(
一応
、終
戦前後
と考
えてよい)
には
、
様相
が異
なる
の
である。
例えば、
前世帯主
の
結婚年
令の
平均
は一
三
・六
才で
あり、
宮座組織
への
加入年令
がコ二
才頃
で
ある
から、
四三
才
前後
で彼は宮
座成員を
脱退し
てい
たわけ
である。
したが
っ
て、
前世帯主
の頃に
は、
老親が
家長権を長男
に譲
渡し
てい
く
頃に
宮座成
員を脱
退
したの
であり、
脱退
時の彼
のムラ
で
の地
位も確固
たる
も
のとな
っ
ていたので
ある。
この
よ
うに
隠居慣行
と官座
組織が
密接
に関
連し
ていた
と
考え
られる。
要約
すれば、
前世帯
主の頃
にお
いては
、
親の隠
居と
ほぼ
同
時
に長
男は
宮座組
織に加
入し、
彼が脱退す
る時に
は家
長権は
ほとん
ど譲
渡さ
れ、
ムラ
で
の社
会的地位が確立
され、
老親
は
実質的な隠居生
活に
入って
い
たこ
とになる。
以上
のよ
うな
メカ
ニズム
が
崩壊
したことに
つい
ては
、
さら
に後
述す
る。
ロ
、
親
族
このムラ
の
親族は
、
自己中
心的に組
織化さ
れた
親
類と、
共通
の祖
先を基
軸に
して
組
織化さ
れた祖
先中心
的な親
族である
本
・分家関
係と
で構
成さ
れ
ている
。
さらに、
諸儀
礼お
よび行
事へ
の
関
与面か
ら親類
の内
部構
成をみ
ると、
親
類関係
に
ある家の
家族成員
を、
付全員呼ぶ親
類、
口二
人だけ
呼ぶ親
類、
日
一人
だけ呼
ぶ親類、
とに
序列化
でき、
とくに、
家族成員
全員
を呼ぶ親
類
の
こと
を
「オ
モシンル
イ」
と
よんで
いる
。
「オ
モシン
ルイ
」
は、
本・
分
家、
世帯主
の
兄弟姉妹、
従兄弟姉妹、
妻、
母の
実
家、
妻
表 6 rオ モ シ ンfレイ j に含ま れ る
親族の種類 と頻度
本家 ・ 分家 11 
世帯主の子 2 
世帯主の兄弟姉妹 12 
世帯主の従兄弟姉妹 11 
世帯主の再従兄弟姉妹 4 
世帯主の妻の実家 8 
世帯主の母の実家 10 
世帯主の妻の兄弟姉妹 6 
世帯主の妻の従兄弟姉妹 1 
世帯主の妻の再従兄弟姉妹 5 
総 数 70 
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の兄
弟姉妹を
中心
に
して
「ハトコ
」
の
範囲ま
でひろ
がっ
ている
(表
6参
照)。
これ
を地域
的に
みると
、
部落内
に集
中的
に分
布し
ている
。
また、
この
親
類
は、
「アイヤ
ケ
(棺明)
」
(結婚
式にお
い
て夫
方と妻
方と
が
「シ
ン
ルイ
ナリ」
の杯
をかわす
犠礼)
に
関与
す
る家々
を範
囲とするも
ので
、
現世帯主
の
「オ
モシン
ルイ
」
は、
息子
の結
婚を契
機に
し
て解
消し
(そ
の
まま継
続する親
類
もあ
る)、
新世帯主
と
なった
息子
の
もと
で、
新た
なる
「オ
モシン
ルイ
」
が締
結さ
れ
るこ
とになる
ので
ある。
従っ
て
、
息子
夫婦
の結
婚
式に
お
いて
とり
おこな
われる
「アイヤ
ケ」
は
、
「オ
モシン
ルイ
」
の世
代的交替を
「天
下に披
露す
る」
という
意味
もも
って
いるので
ある。
ところで
、
「オ
モシン
ルイ
」
は
、
かつ
ては、
注6
で触
れて
い
る同じ伊
香
郡の
西浅井町集
福寺
の場
合の
ように
「オ
コ
ナイ」
の際に、
重要な役
割を担
ヤマ
シ〈7)
って
いた
が、
現在
では、
葬儀
の際の
「山仕」
が主
要な任
務の
一つ
とな
って
いる
。
しかし
、
この
「山仕
」も
男性
である父な
い
し夫の死
亡と女
性で
ある
母な
い
し妻の
死亡と
で関
与
する
「オ
モシン
ルイ
」
が違
って
くる
。
すな
わ
ち、
男性
の側の死亡の場
合に
は
「オ
モシン
ルイ
」
のう
ちの父
方な
い
し夫
方
の血
族と本家が、
女性
の場
合に
は母方な
い
し妻
方の
血族と本
家とが、
それ
ぞれこ
の役
割を果た
すことになる。
従っ
て
、
「オ
モ
シン
ルイ
」
は、
必然に
父
方、
夫
方と母
方、
妻方双
方に
ひろが
って
いくことに
なる
(図
4
、図
5参
照)。
また、
本
・ 分家関係
は、
超世代的
に連
続
するも
の
であるが
本
・分家間
で
の特
別な参
集
の機
会は
ない
ようである
。
「オ
モシン
ルイ
」
には
本
・分家も含
まれて
い
るが、
諸儀
礼お
よび
行事
の
際の座
順
をみると、
世帯主
の
兄弟姉妹等
の
「オ
モシン
ルイ
」
のつ
ぎに
本
家、
その
つぎ
に世
帯主
の妻
な
いし
母
側の
「オ
モシンル
イ」
が座る
のが
一般
、
四
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金h
注〉
的な
ようである。
以上
のこ
とか
ら、
この
ムラの
親族構成
の特
徴点を
示せば
、
付双
系的、
序
列的
および
部
落内累積的性格、
同
世帯主中
心的な関
係
の重
視、
同祖
先中心
的
な親族関係
に対
して
、
自己中心的
な親族
関係
の優
位性、
とい
った
諸点を
指摘す
る
こと
が
できる。
これ
ら
の諸
点は、
隠居制
(世
代別
・別居制)
お
よび
部落
内婚的婚姻
形態
の存
在と関
連し
ている
よ
うに思わ
れる。
四
、
宮
座
織
組
下丹生
の
宮座組織
リ
オコ
ナイ組
織は
三五
戸全
戸に
聞
かれた
村
座制を
とっ
ている
。
すな
わち三
五戸
は等し
く下丹生
・丹生神
社
(祭神丹生津媛、
写真
2・
311
北
隣の
上丹生
にも同
名の丹
生神社
があるが
、
両社
の
関係
には
諸
説が
あ
って
、
どれが
正し
いか
は
不詳、
いまはこ
の問
題に触れな
いで
おく。
とに
かく
両社
は
それぞれ
別
個であるJ
後述
の
モロ
ト衆
成
の氏
子と
して
、
員と
なる
資
格を
持ち、
一定
の条
件下
で当家を勤め
る順
番を得
る。
かつて
戸
数の
多か
っ
た時
代に株
座であ
った
か
否か
が問題と
なる
が、
株座制
の先
行を
窺わ
せ
る資
料
は得
てお
らず
、
古く
から
村座だ
った
ようである。
この
三五
戸は氏子と
して
一体
である
一方
、仏
教〈
曹洞宗西蓮寺
、無
住、
写
真2参
照)
二三
戸、
天理
教一
一一
戸、
神職
二戸と
いう
ように、
家の
宗教別
に
分けら
れる。
天理教は
明治初
期よ
り普
及し
て、
現在
では榎
家グ
ルー
プと
天
理教
グルー
プに二分
している
〈神職
一戸は
いず
れ
の集
会にも
出る)
が、
そ
れに
も拘らず
全戸
がオ
コ
ナイの神
事儀礼
を伝え
ている
。
したが
って
丹生神
社は村
鎮守
と
してム
ラ共
同
体の中
心
であり、
その
儀
礼組織
を宮座と
いう
学
宮座
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術用
語で
示す
の
は妥
当で
あろう
。
明治以降
の
この
こ分
グル
ープ
はオ
コナ
イ
儀
礼
のどの
場面
にも
全く
表
われ
てこ
ない
ので
、
宮座
Uオコ
ナ
イ
の組
織
では
何の意
味も有し
てい
ない
と
考え
てよい。
また
宮
座組
織に
しば
しば見
られる
双
分組織も
下
丹生
では見
られな
い
。
官座組織
の構
成は、
神主
・別
当・
区
長の各
一 名ず
っと
、
定員
一一
一名の
モ
ロト
組(
モ
ロ
ト衆
)が主
で、
その
他
に指頭
(モ
ロ
ト完了者)
・受
頭(
モロ
ト
頭H
一一
一 年次)
の両
当家
の家
族と組
の者
、
四組の組
庄屋など
が補
助的
な役
割前を分担す
る。
神主
・別
当・
区
長・
モロ
ト組は宮
座に関
する事
項を協
議す
モロ
ト
オコ
ウ
る諸
頭御
講〈
一月
一
一日に別
当堂
で行
われる、
写真
4参
照)
の構
成員
であ
り、
両当家
宅
で
賄
を
受け
る共
食
メ
ン
バ
ー
である
。
女性
とし
て当
家
の
妻
が
夫
に連れ
添う形
で儀
礼に参
席す
る
。か
つて
は
宮座成員
の共
食の後
に、
当家手
伝い
・親
類・
一般
に
対
する
当家
の
振舞
( 精進上
げ
)が
盛ん
に行
わ
れたが、
倹約
佑に
よ
り親類呼び
・一
般呼び
は廃止され、
組手
伝い
の者に対し
ての
慰
労程
度に制限
されて
いる
。
宮座各成員
の主
な役
割と
選出方法
は
次の通りである。
神主
は専
職であ
り、
こ
れは代々
宮世
話に関わ
って
い
たイ
エが
、
明治以降
の神
職制化
に伴な
いその
資
格取
得に努め、
今で
は他
社宮司
も兼
職し
ており
(長浜市
・上
坂神
社)、
ムラ
のオ
コ
ナイに
他
所から
の神
主を入れな
いと う気
風を持し
てい
る。
神主
の役
割は、
日常は宮
掃除
・神
社有
(ム
ラ共
有〉
財産
の
管理
など
で、
オコ
ナイ
時に
は神
(大頭様
とも
オカ
ワ様とも
いう
)
と宮
座員
・ム
ラ人
の聞
に介
在し、
祝詞
・御
抜
・御幣作
り
などをする。
昭和
三0
年
代に神
主
の
勤
務
( 銀
行員)
上
の
都合
等で
数
年間、
他所
から
神主を代
理
に
迎
えていた
時
期が
ある。
神主と
して
の報
酬は年
間六千
円程
度で、
農地改革ま
では三畝の
一四
五
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神主田小
作から収
入を
得て
いた
。こ
の神
主田は神
主給
料田
であり
、
神撰田
ではなか
った
。
次に別
当は、
隠居格
(長老層)
の中から
区長が
候補
者数名
を選び、
神主
の神
鎮で
一人が選
出され
る。
過去
二
O年余
の記
録に
よる
と、
玉Ot六O
代の者
が選
ばれており
、
一J
三年
間勤め
る重任、
数年後
の再
任
の例
も少
くな
い。
一月
二
八日
中に本人
の辞
意が出れば
、
その日の
内に後
任
者を定め
るために
区
長が段
取りをす
る。
そ
の選
定日
は
モロ
ト
成員
の入
退・
頭渡し
の完
了し
た数日
後である
こと
が
注目さ
れ
る。
別当
の仕
事は、
丹生神
社境内
にある阿
弥陀堂
(別当堂)
の護
持
・神主代
理など
で
、
オコ
ナイ
時に
は儀
礼の
最高権威
者
として
、
別当堂
での
頭
渡し
(掲
頭からオ
ト上げさ
れた
大頭
の前で、
一四
日深
夜に
指頭夫婦
・ 受頭夫婦
・給人
Hモロト
一一
年
次と
別当
のみで
行わ
れ
る厳
粛な秘
儀である)
の主
宰
をはじめ、
儀礼過程
に過
誤
があれ
ば最
終的な指示
を下す。
別当
の報
酬は年間三
千円程
で、
土日
は別
当田
があ
った
。
別当候
補に選
ばれるに
際し
て、
当家経験有
無は関
われな
いが
、
ここニ
O
年の別
当はすべ
て当家
経験者
である。
別当職
は下
丹生
の最
高位
の
役で
あり、
それに選
ばれる
と誇
りをも
って
当た
ると
いう
。
こ
の別
当職に祭
間長老制を窺
わせる
ものが
あ
ると言
えよう
。
区長は前
述の
様に
二月
の区
総
会で
引継ぎ
を
する。
過去
二0
年間
に区
長に選
ば
れた人の年
齢
は、
三O
代八
入、
四O
代八人、
玉O
代以上
回人
と概ね
中年階層
(中老)
で、
別当
とモ
ロト
の
聞の年
齢層
の者
が当た
る傾
向が
あり、
こと
に最
近
一0年
聞は指
頭
後一
・二
年目
で
比較
的若
くし
て区
長にな
る例が大
半である。
区長は
寄米
・餅
配りな
どを通し
て
(写真u
l--3参
照)、
宮座と
ム
ラ各戸と
を仲
介す
る
と共に
、
オコ
ナイ
倹約
の申
し合せ
通りに、
料理
・器具
など
の規
定が守
られて
いるか
ど
うかを
、
ムラ
各戸
の代
表と
して
監
視す
る。
区長報酬
は年
間
数万円と
い
一四
六
ぅ。
こ
の神
主・別
当・
区長
三者
はオ
コ
ナイ時
にモ
ロ
ト組よ
り上座を占め
、
また組
毎の月
次御講
でも自
組内
で上
座を占め
る。
官座行事
は
オコ
ナイ
に集
中し
ており
、
そし
てオ
コ
ナイ
儀礼
は
モロ
ト
組の
成員異動
の展
開が中
核である。
先ず諸
頭御講
で新
モ
ロト
員の
承認、
当家以
外の
モロ
トで
都合
の悪い
者の代
理
(父
親
・兄
弟・
従兄
弟など)
の承
認、
オ
コナ
イの手
順打合
せ
などが
主題
で、
必要が
あれば
モロ
ト組
規約
改正を行な
う(
写真
mill3参
照
)。
な
お規
約改正
は区
総会
で追
認さ
れ
る。
モロト
入
りの
資
格は、
当家未経
験の戸
主な
い
し相
続予定者
であり、
その
内か
ら最
年
長者が
選
ばれる。
新分
家・
婿
養子
・職
業など
の関
係で
、ムラ
入り
(出戻り)
して
月日
の浅い場
合で
も年長
であ
れば資
格を得
る。
その
場合、
前年
入座者
より
も年
長者
がその下
位に新
入りする
こと
がある。
モロ
ト
組内
では座
入り
順の年
次序列が
あり、
それによりオ
コナ
イの役
割分
担は細かく
分か
れてい
る。
今は昔
ほど
ではな
いが
、
やはり
上
下の区
別は
残っ
てい
る。
下位
の者
が
モチ
カ
オト
上げ
オト
下げ
の
時に
餅担きを
するが、
その
際は
おお
っぴ
ら
に担手たち
の意
志次第
で時
間
をか
けてム
ラ中
を巡り、
宮座上位
者たちを寒
い室
内に
正
座無言
のま
ま待
たせ
るこ
とが
でき
る。
あま
り長時
間
に
なる
と別
当が、
早く
来る
ようにと
指
令を出す
。通
常モ
ロ
ト入
り一
一一年
目に受
頭
をし
て、
一年
間
精進
し、
その
後橋頭
を果し
てモ
ロ
ト組を抜
ける。
もし
中
退者
があ
っ
た場
合
は同
時に複
数人が
モロ
ト入りし
て定
員を満た
す。
その
際は
生年月日
の早い
者が
上位と
なる。
職業
・不浄
等の都
合でオ
コ
ナイ
に出
られ
ない
モロ
ト
は代
理を立
てる。
代理を出さ
ずに休む
こと
は中
退を意
味し、
中退
し
て再
びモ
ロ
ト入りを
希望す
る者は
一年
次からやり
直し
である
。受
頭をす
るに
は条
件が
あり、
妻帯
者である
こ
とが絶
対必
要である。
また
神を自
宅
に迎
える
ので
あ
るか
ら、
それにふ
さわし
く家屋
の
破損個
所を修理
し
、
と
く
に神を把
る床の
間を潔め
ること
、
さらに餅
掃き儀
礼の
できる家
屋に改
築
・新
築し
てお
くこ
とは
当
然祝
される
(写
真8参
照)。
過去
に受
頭直
前に妻
を亡くし
て
資格を
失い、
服喪中中退
した
例が
数件あ
り
、当
家の経
済的負
担を敬
遠し
て逃
げ出
した例
も昔はあ
った
という
。
近年
モ
ロ
ト衆
全体
の年
齢低下
に伴な
い、
モロ
ト
上位
で未婚
であ
る者
が珍ら
し
くなくな
り、
受頭を控え
て嫁
探し
に真
剣
に
なる
現
象が現
われて
いる
という
。
未婚理
由に
よる
資
格喪失
例はまだ生じ
て
いない。
今日就
業
環
境の変
化に
よ
り、
地区
外通勤
はもち
ろん
、
日常は京
阪
神の大
都市
に居
住し
て勤
務す
る例
が増え
ている
が
、
正月の半
月に
お
よ
ぶこ
のオ
コナ
イの
ため
に年
休をや
り
く
りし
て
必要日数だけ帰
って
来て
いる
現状
は注目
される。
これは
後継
者が結
婚と同
時
に若い
内に戸
主にな
る慣
行
(隠
居制
)
と関
連が
ある
の
ではな
い
かと
も考
えられる。
宮座組織
の変
遷に
つい
ては
、
戦前
の資
料
がほとん
どな
い。
確認し
うる大
きな
変
化は、
や
わい
払市長
か私有fわ
かhf骨骨
一ド
h」
、 、
丸ゴ
恥手←甘
いル掛野山P骨
か
い
組単位
に改
められた
こと
である。
組単
位に
よ
る最
初の
オコ
ナイがさ
れた昭
和ニ
八年を境
に
して
、
その
前後
の時
代を
比べ
てみ
よ
う。
昭和
ニ
七年以前
明治末年撮影
と推
測さ
れる
描頭
記念写真
(写真ロ
参照
1U
、慶
応元年生
の当
主と明
治一
一一
一年
生のその
息
子他が
写
って
おり、
撮影年代
の推
定に大
き
な誤差
がなけれ
ば、
当時
の指
頭年
齢は
四O
代後
半と見る
こと
が
できる。
聴
取資
料から再
構
成し
て
、
大正中
期お
よび
昭和
一0年
代に
当家を
した
と推
定
される
人々
の、
当時
の年
齢も
四
O代後
半から五O
才の間
にあ
っ
たと見
ら
れ
る。
昭和
一
九年
では、
宮座成員は
次の通
り
で、
拍街頭は
四五
才である。
官座
の
社会人類学的調査
V 
昭和
一
九年官座
成員
神主
湯本官
三
別当
湯本雄藤松
区長
L → ミ
マ 了
リ リ
』F
E Z 不
t島
頭
三国
直次
受頭
藤井庄治
国
勇
藤井丈
三
湯本
環
三国
源吾
国歌治郎
貴野利湯本善
一
今橋源三国
益造
山根勝治湯本嘉鉦
六一才四六
七
四五
四
四
四四
O 
四
O 九八七七玉四(?
) 
この
年の別
当は
前年
の
掃頭者ら
し
い。
インフォlマ
ント
の話では
、
昔の
。
る。 モロト
入
り年
齢は三
O才
前後
だ
った
という
が、
これ
は右
の場
合
と
一致
す
一月
二八
日に
二
八才
の
男女が
丹生神社
と阿
弥陀
堂に参
拝
する
「二
八
参
り」
があるが、
これ
は戦
前であれ
ば
モロ
ト入りを
控えた年
齢に相当し
、
米
婚男
女に結
婚を
促す意味も
あ
ったの
だろ
うか。
以上
の例
から、
明治
末から
昭和
一0年代頃
までモ
ロ
ト衆は中
老階梯
に該
当す
ると言
え
る。
なおまた、
一四
七
宮座
の
社会人類学的
調査
V 
オコナ
イ儀礼
は全体
的に
は酒
量の
制
限さ
れた静
粛な儀
式の連
続で
あるが、
モロ
ト衆
による
餅掲き
・餅
担き
・ 七五三縄
ない
はなかな
か力を要す
る仕
事
であり
実際
に、
長老
では体力
的に充
分に
っと
まらな
いだ
ろう
。
当家を
四O代後半
(中老)
で勤
めるという
ことは
、家族周
期の上
で長男
がほ
ぼ
十分に成
長した段
階に相
当
し、
後継
者の見
通し
のつ
く頃である。
こ
うした
段階に
家を修
繕し、
モロ
ト衆に
イエ
の繁
栄を祝
われ
(餅
指唄
は夫婦
和合
とイ
エ繁盛
を讃
えている
)
て、
親類
の手
伝い
を得て祝
振舞いをし、
数
年後長男
が結婚す
ると同
時に隠
居をす
ると
いう
、家族
の生活周期に
密着し
た儀
礼で
もあ
った
と解
される。
昭和
一八年
の受 頭で、
ムラ
内からと地
区内
外の
親
類か
ら祝
儀二
九円、
翌一
九年
の掲
頭
で祝
儀一
一一一円、
酒
・ 料理材料
や手
伝いを
受
けて
いる
。なお
当家は
一年間清浄
を保た
ねば
ならな
い、 が、
こ
の年
の当
家は
七月に母
親を亡くし
ており
、床の
間に記
って
おく
「オ
コナ
イ
さん
」を忌明け
(四九
日)
ま
で別
当堂
に預
けていた
。
若者
・子供
に関し
ては
昔の資
料が
きわめ
て乏
し
い。
昭和
二 八年以降
オコ
ナイはイ
エの慶
祝事
であるため、
派手
になり
がち
であ
った
。経
済力
の大
小、
親類
の多
少で
毎年の振
舞い
に差の生じ
るこ
とは、
ムラ
の統
一を保
つ上
で座
視でき
ない
ことと
考え
られ、
大正初
頃か
ら度を越さ
な
いよ
う、
節
約の旨
が繰
返し唱
えら
れた。
しかし
度々
の申
し合
わせも
何時の間
に
か空文
化し
て、
元の状
態
に戻る有
様だ
った
。
それが
敗戦後
の経
済困窮
の時
期に
到
り、
昭和
二三年
に強く改
革の意
向が固ま
り、
結局当家手伝
いを
親類
から組
に改
めるという
オ
コナ
イ組織
の改革
に行き着き
、昭和
二八年
より実
行さ
れ
た。
それま
でに、
手伝
い慰労
に呼ぶ
範囲、
料理
・茶
菓
子内
容
、座布
団・
食
四
八
器類
など
も改
めら
れてい
たが、
組単位
で当家手
伝いを
す
ると
いう組織変革
がされ
て、
現在
のオ
コナイの
形態に定ま
った
。組単位
と
いう
原則
の実
行は
厳し
く、
掛仏前
九vb
b
b安か弘穴
来併
やしγ
、
ゃいW
、 ル当
ιrh」骨
紗か
わい除
hy
fp骨
いに
呼ぶ
ことが
禁じ
られ
ている
。
また改
革前
は
ムラの
多
くの
イエ
が当家と縁
続
きになるため、
小さ
い子
供
も連れ
て御
馳走
に与る機
会があ
ったの
が、
改革後
は掲頭
・受
頭の組
(四組
の内の
二組
か
一組
)
のみ
が祭り気
分を味
わう程度
にな
った
。当家と
ムラ
各
戸と
の関
わりは、
指頭
宅での餅
措
(写
真9)
見物と
ノウタ
リ
(最
後の臼で
措い
た参
集者に配る小
餅)
配布
に与る
こと
、受頭
宅でオト
割
り
(鏡開き
)
された餅
を組庄屋
を通じ
て受
取る
こと
、両当家
に祝辞を
述べ
ること
位に変
わっ
た
。
最近
の宮座
成員は
次の通
り
で、
戦前に
比べ
当家年
齢が約
一O
才低下
し、
モロ
ト入り
年齢
の低下も明ら
かで
ある。
昭和
五三
年
宮座成員
神主
湯
本
環
七回
才
別
当
藤井義男
五
九
区長
三国
昌弘
七
J島
頭
三田
正義
五
受頭
三国
充夫
一L
ノ、
二年
次
藤井義
一一
一O
年次
今橋邦雄
四
九年次
藤井庄蔵
一一一
八年次
国 与志継
九
七年次
藤井幸夫
二人
六年次
滋
七
国
五年次
湯本博史
二五
四年次
湯本辰彦
七
一一 年
次
湯本
五日
一二
ハ
二年
次
湯本嘉博
三四
(?
〉
一年
次
貴野磯和
二四
(?)
右の成
員の内
、年長者が
下位に
ある
のは
、新分
家や、
職業
・学業
の関
係
でモ
ロト
入り
の年の
オコ
ナイ
時に都
合が
悪か
った
りで
遅れた事
例
など
であ
る。
全体的
な年齢低下
の大
きな
原因
の
一つ
はムラ
戸数
の減
少に
あろう
と考
えられる。
五、
宮座儀礼
(才コナ
イ)
下丹
生にお
けるオ
コナ
イ
は一
月の前
半
・二
週間にわた
って催
される。
オ
オオトウ
ハナ
ノトウ
コト
ヴ
コナ
イには
大頭
(ダ
イト
ウ
・ダ
イト
とも
いう
)
と花
頭
(小頭
とも呼ぶ)
が
トウ
トウ
一月
二日
は男
の頭
と呼
ばれるオ
コナイ
である。
一月
六日
は女
の頭
と
あ
り、
呼ば
れ
るオ
コナイ
である。
こ
の両
方が花
頭
であ
って
、
これ
は本
来子供のオ
コナ
イで
あるが
、現在
では
子ども
が居な
い場
合も当家を受
ける。
大頭が組
単位
で実
施
されるよう
にな
ってか
ら、
花頭
の当家も組
順
で行わ
れて
いる
。
花頭
では
餅掲のため
の餅
米を
一一
一月ま
でに
二戸
当り
三合の割
合でム
ラ全戸
から
各組
の組庄屋が集
め、
区長
の家に持
って
行き、
それ
を区
長は
二分
し、
男の頭
と女
の頭の当
家
へ届
ける。
当家
で餅
掲をする
ので
あるが
、当家が諸
頭の場
合は同じ組
内
(隣組〉
の諸
頭二名
が、
当家が諸
頭
でない場
合は諸
頭
宮座
の
社会人類学的調査
V 
三名が手
伝いを
する。
出来上
った
小頭(鏡餅)
は掲頭
宅に置かれ、
一月
三日
に指頭
自身
によ
って
神社
へ持っ
て行
き、
神主
に祝
詞をあげ
てもらう
。
四日
に受
頭
(新当家)
と諸
頭が神
社
へ小頭を受
け取り
に行
き、
受頭
宅へ
持っ
て
帰り
、
ムラ
全戸に配
布
する。
それ
が終る
と直
会が
行わ
れる。
女の頭
につい
てもほぼ同
様な手
順で
行
われる。
さて
大頭
であるが、
これ
は一月
一一日
の諸頭御講
から
始ま
る。
出席者
は
区長
・ 神主
・別
当・
諸頭組
員お
よび
諸頭組新規加入者
の
一五
名で
あり、
そ
れらが別
当堂に集ま
って
大頭
・ 諸頭組規
約に関
する協
議など
を行う。
参考
まで
に協
議内容
の
一例
を掲
げておこう
。昭和
三 八年
一月一
一日
の
「諸頭組
規約細部申合録」
によれ
ば、
一、
一
日の
描頭
家に於け
る〆
降し
には
一一
一年
・一
年
次の
者が
従事す
ること
。
二、
米洗
い道
具 洗い等の準
備に
は一
O年次以下
の者
が従
事す
る
こと
。当
人がやむを
得
ず出勤出
来な
いと
きは
当人
の家
族の内よ
り代理人が出
勤する
こと
。尚こ
の場
合女
子で
あっ
ても差
支な
い。
以上が協
議内容
の
一例
であるが、
宮座組織
の箇
所で
触れら
れたよう
に当
家手
伝い
の範
囲に
つい
ては
厳しくな
って
いる
が、
諸頭
の代
理を出
すなど
の
点に
つい
ては
、年を追
って規
約は緩
和さ
れ
ている
かのよ
うで
ある。
協議
の
後、
当家宅
に行き朝食
を共にする
ので
あるが、
その
際の米
は前日
に参
加者
全員か
ら各三合
を集め
る。
共食後神主
・別
当およ
び諸
頭
(一
一一年
次・
一
年次)
が描頭
宅の
シメ下しを
行い諸
頭御
講は終
了す
る。
一月
一三日
は餅
蒸である。
ムラ
全戸から
集
められた
三斗
以上
の餅
米を掲
頭宅
で蒸す
わけ
である。
当家
から
一0
・
一
年
次の家
へ使者が
行き、
夜一
一四
九
宮座
の
社会人類学的調査
V 
O時
頃から
二名
が
掲頭宅
で風
自に
入り、
身体
を清め
餅
蒸の準
備に
とりか
か
る。
その
とき、
ニ名の諸
頭に加
え
て当
家の所
属する組
の二
名
が手
伝いを
す
る。
餅を蒸
す
際の
カマ
ドおよび
薪など
は当家が準
備す
る
ので
あるが
、
カ
てf
ドの火
が消
え餅
が蒸し
上が
らなか
っ
たり
すれば
「縁起が
悪
い」
とされるた
め、
当家は
一年間
かけて
丁寧に準
備
をする。
一月
一日の
朝二時
頃に
餅米が
蒸し上
がる。
蒸し上が
ると
諸
頭の
二名
と手
伝い
の二
名に酒
が振舞わ
れる。
その
後
全員帰
宅し、
朝七時
頃当家
から
使
者
が来る。
一四
日
の風
呂番は
二年
次と
三年
次が受け持
つ。
宮座成員
は全員が
風日
から
上が
ると羽
織
・袴
で集
会所前
に集
合
し、
当家
に入る
と台
所で
茶の
席が
開か
れる
が、
こ
の席
でも座
順が定
められており
、諸
頭の
代理
者は末
席
に座る。
この
と
き出
されるも
の
は茶と黒
豆のみ
であるが、
準備は当家
の所
属す
る組の各
戸から
一名
が出て行
い、
こ
の場
合は女
性
で
もよ
いが、
給仕は
男性
に限
られ二
名が行う。
茶の席
が終
ると、
別当
の指
示
で餅
掲の
準
備を整
える
。
餅掲
には
役
割が
決っ
てお
り、
諸頭
のう
ち
一年次
から
八年次ま
でが餅
ザヴ
ガシラ
を掃くが
八年次
は棒頭と
いい
音頭
をとる。
九年
次・
一O年次
は餅
の手
がえ
しを
担う
。掃
きあが
っ
た餅に神
主が祝
詞を
あげ、
御幣を餅
の中
央に立て
る。
その
後、
茶の席
を開き、
指頭に対し
て席
の順に礼
をする。
その
後、直
会に移る。
直会
が終れば
一時解散す
るが、
午後
一時
頃に
一年次
から
四年次
が当家に行
き、
餅を台
に
取り付け
三時
頃四名
で餅を
かついで
ムラ
中を
巡り、
最後
に受
頭
宅に
行
きそ
の後
別当
堂に運ぶ。
他の宮
座員
は神
社の別
当堂
の前
で餅が
着く
のを
待
って
いる
が、
餅が着
くと座
敷の
奥正面
に据え
て正
座し、
別当が
般若心経を読
む。
別当
は
一同が帰
宅した後
も翌
日ま
で大頭
(鏡餅)
の番
を
する
。
一五
O
夜八時に別
当堂
にお
いて
「頭
渡し」
が行
われる。
神主
・別
当・
掲頭
夫婦
受頭夫
婦お
よび区
長が
参加す
る。
別当が
掲頭夫婦
に御
神酒を
すすめ
、
つ
ぎ
に受
頭夫婦
・神
主・別
当と
いう
順序
で
御神酒を
かわ
す。
最後
に指頭が頭
渡
しの
品々 を
別当
に返
却し
、
その
品々 を
受頭
に渡し
て儀
式は終わ
る。
頭渡し
におけ
る別
当の役
割は
きわめ
て重
要で
あり、
最大
の
権限を有し
ている
。
一月
一五日
は風
呂当番
の諸
頭の
四年次
・五年
次宅
で入
浴し、
受頭夫婦が
宮詣り
する
の
を集
会所前
で待
って
別当堂
へ行
く。
別当
が経
を
あげ
一同
に頭
渡しが
完
了した
こと
を
告げ
た後に、
供え
であ
っ
た御
神酒を飲む
。五
年次
か
ら八
年次が
大頭を担
いで
ムラ
中を
巡り、
掲頭宅
に立寄
った
後、
受頭宅
へ着
く。
他の宮
座員
は受
頭宅
へ行き大頭が帰
宅する
のを
待つ。
大頭が
ムラ
中を
巡っ
て受
頭
宅へ
帰っ
てくると
茶の席
を聞き、
その
後
別当
の指
示
によ
って
、
一O
年次以下
の諾
頭が
一年間受頭宅
の床の間
と玄
関に飾
る七
五三
縄を
な
ぅ。
区長
は、
組毎
に組
員名を
墨書
し、
割ら
れた餅
の上
に添え、
神主
は御幣
を作る。
七五
三縄
を家
に飾り
つけ
る
と神
主が祝詞を
あげ
る。
餅は分
割さ
れ、
四分
の一
づつ
を
神主
と別
当が受け取り、
残りを
ム
ラ全
戸に受
頭の組の
者が
配布す
るた
め各
組の世
話
方の
ところ
へ持っ
てい
く。
その
後受
頭から
精
進料
理が出さ
れ儀礼
は終
了する。
以上が
オ
コナ
イ
の概
略であるが、
オコナ
イは
宮座
成員を中
心とし
て行わ
れる
の
である。
とくに
大
頭は宮
座成員
の
新旧交
代
をめぐ
る儀
礼で
あり、
宮
座
儀礼
の最
も重要な行
事である。
なお参
考ま
でに
、
宮座成員
の序
列を示
す座
願を掲
げ
てお
く。
この
座
順は
一月
一四
日
の餅
が掲
きあがり、
掲頭が全員
に謝
辞
を述べ
るときのも
ので
あ
る(
図6参
照)
。
掲頭宅で の直会座順図 6
1 の
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I jl1lï fil I 
* 諸頭の代理者は下座に座 る
間床
日ヨコ巨=訂
巨玉]
最後
に、
宮座成員
の
年令が
漸次低
下し
てき
たことは
すでに
述べ
たが、
そ
の理
由の
一つ
とし
て下
丹生
の戸
数が減少
し
てきた
こ
とがあ
げ
られよう
。
戸
数が減
っ
てく
れば、
諸頭候補者
数も
少
くなり、
諸頭
衆の人
数
(一
二名
)
を
らで
ある。
確保
し
ようとする限
り
、
その
年
令が相対的
に低下す
るの
は止
むを
得な
いか
六、
むすび
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従来
のオ
コ
ナイ研
究と下丹生の視
点
一般
に
オコ
ナイ
と称され
る神
事儀
問
は、
滋賀県
の湖
北地方
(伊
香郡
・東
浅井郡
・坂
田郡
・長浜市)
に主と
し
て分
布し、
なか
でも、
伊香郡
・東浅井
官座
の社
会人類
学的調査
V 
郡が
そ
の中
心地
にな
って
い
るよ
うに思われ
目
。従
来の
オコ
ナイ
研究も
、
こ
の湖
北地方を中心
に行
われてきてお
り、
幾つ
か
の文
献を指摘
する
こと
がで
きる。
しか
、
そのほ
と
んどが、
民俗
学的資料蒐集
に割
かれて
おり、
その
資料と
して
の価
値は評
価で
きる
にし
ても、
社会
人類
学的視
点に立
っ
て官
座
の構
造・
機能を
考
察す
る
という
われわれの立
場か
らすれば
、
必ずし
も満足
のい
くも
ので
はな
い。
従っ
て 、
これ
まで
の研
究に照ら
して
、
下丹
生のオ
コ
ナイの分
析視点
を検討す
ると
い
う作 業も
、
そうした
制約
の上に立
って
いる
こと
を予め
ふまえ
てお
かな
けれ
ばならな
い。
そうした中で
、
いま
と
りあえず
依拠
する
こと
ので
き
る分
析視角
は
、
わ
れ
われ共
同研
究者
の
一人
、
高橋統
一が以前に行
っ
た伊
香
郡の二
つ
の地
区の
研
究で
ある。
まず
、
伊香
郡
西浅井町大
浦の事
例に
おい
て注目し
なければ
なら
ないこと
は、
宮座を祭組長老
制と
みる
視
点からすると、
そ
の長
老制的
な特
徴が稀
薄である
という
点である。
大浦
では、
「十人
衆」
と呼
ばれる
者
一O
名
と
「中老」
と呼
ばれる
者五名
の計
一玉
名が正式
の会
員とな
って
「神行会
(リ
オ
コ
ナイ
)」
がいと
なまれる。
ここで
「十
人衆」
が
「中老」
の上
に位
置
している
こ
とから
みて、
「十
人衆」
日長
老階
梯と考え
てよ
いは
ずな
ので
ある
が、
実際
に
「十
人衆」
を構
成し
てい
る者の年
齢を
調べ
てみると、
四O
才前
後にな
っ
てお
り、
さらに
「中老」
は
一二
O代前
半の
者か
ら
成っ
ている
。
この
ことは
、
その
名称に関
係なく、
「十人
衆
」
・ 「中老」
合わ
せた
一
玉名全員が
、
実質的
に中
老階
梯を形
づく
って
いる
こと
を
意味
し
ている
。
過去
に
おいて
織、 あ
で る
あ に 「
る し 十
。 て ( 人
も き 衆'-
の年
齢がも
っと
高く、
長老制
であ
った
という
推測
は可
能で
少くとも現
在機能
し
てい
る限
りでは
、
長老
のい
な
い宮
座組
は
一方
、
同じ
祭把長老
制と
いう
視点
で
西浅井町集
福寺
の事
例に目
一五
宮座
の
社会人類学的調査
V 
を向
けて
みると、
ここ
の場
合は長
老制
を問
題にする以
前に、
宮座
の
基本要
素の中で
は最も重要と
される
年
齢階梯
そ
のもの
が欠
落し
ている
のが
特徴
に
なって
い
る
。従
って
、こ
の集
福
寺の
オコ
ナイ
が宮
座儀
礼である
か否かと
い
った
議論
にま
で発展す
る
ことに
もなる。
いず
れにし
ても、
以上
の
分析
から
指
摘で
きる
ことは
、
オコナ
イに
かかわ
る儀
礼組織
に
おい
ては
、
官座
に
特徴的
な年
齢階梯
が相対的
に稀
薄で
あり、
かつ
年齢階梯制的
な儀
礼的
ステ
イタ
スがあ
る程
度明
確にな
って
いる
場合
で
も、
長老
の機
能が
実質的
に
中老階梯
に移
行し
ている
とい
うこ
とで
ある。
この
視点
に立
っ
て下
丹生
の場
合を検討
し
てみると
、
前節
で分
析し
たよう
に、
やは
りほぼ同
様の傾
向
をみ
てとること
がで
きる。
別当
一名
は、
確か
に
長老
とみなし
てさし
っ
かえな
いが
、
オコ
ナイ
を実
質的
に
担っ
ている
一
一一
名
の諸
頭は、
明らか
に中
老階梯を構
成し
ている
。
前記大浦
の場
合と
下丹生
の
場合と
では
、
年齢低下
の原
因が異な
って
い
ると
考
えられる
ので
、
長老
から
中老
へ
の移
行と
い
う傾
向を安
易に湖
北の宮
座の
全般
的特徴と
するわけには
いか
ないが
、
形態
的に
は極め
て類
似し
た現
象と
して
把握
できる
であ
ろう
。
さらに、
二、
一ニ
の事
例か
ら推
断す
るという
ことは
厳に
つつ
しま
なければ
な
らな
いとして
も、
少くと
もオ
コナ
イと
いう
神事儀礼
にお
いて
は
、
長老制
と
いう
要素が第
一義
的である必
要はな
いと う
見通
しを
も
つこ
とができる
で
(日山
)
あろう
。
とり
あえず
、
この
視座を
一
つ掲
げてお
きた
い。
さて、
前記集福
寺のオ
コナ
イ
組織
の特
徴と
して
、
年齢階梯
制的要
素が欠
落し
てい
ると
述べ
た、
が、
同事
例にお
いて
は
それにかわ
っ
て当
家制
の機
能が
強く現わ
れて
きて
いる
。
集福寺
の
オコ
ナイにお
いて
は、
軽重
合わせ
て一
一
の諸
役が
あり、
人数
にして三
O
名前後
の者
が参
加協
力する
ことに
なって
い
五
る。
それらは、
同部落
内に居
住し
て
いる
親類縁
者から選
ばれ
、
特に
主要な
役は
、オモシンル
イと呼
ばれ
る、親
類のう
ち
でも
最も親
し
く重要な家
の戸
主
かそれ
に相当
するも
のが
勤
めることに
なっ
ている
。
要す
るに
、集
福
寺では
、
当家を
ひき
受
けることによ
って
、
同部落内
に居
住
する三O
名前後
の親
類
一
問、
が総
出
で
、
オコ
ナイ
を勤め
上
げる
こと
になる
の
である。
ここに
、
当家を
勤め
ることは
名誉
であり、
その
晴れ
がまし
さを共
有す
る
こと
を通じ
て、
親
類一
同が自ら
の結
束を維
持
・強
化す
ると
いう
姿
をみて
とること
がで
きる。
ところで
、
湖北
一帯
のオ
コ
ナイを
網羅
的に調べ
あげた井
上頼寿氏
による
と、
オコナ
イは
、
当家
の手
伝い
を親類
がおこな
う
「親類
オ
コナ
イ」
と、
隣
組の人々
が手
伝いを
する
「組
オ
コナ
イ」
とに
大きく分
けること
がで
きる。
実際、
伊香
郡高月町松尾
では
、
オコ
ナ
イの
こと
を
「親類
オ
コナ
イ」
と呼ん
でい
るそうであるし、
その
他に
「親類
オ
コナ
イ」
とみ
なしうる
事例
とし
て、
東浅井郡浅井町寺師、
高月町
柏原、
余呉町尾羽梨子、
同椿坂、
他数例
を、
挙
げて
いる
。
さらに井
上氏は次
のよ
うな指
摘を
お
こな
っ
ている
。
「オ
コ
ナイ
の協
力者と
して
最も
多い
のは
親類
である。
時代
で言え
ば古
い程
、
地域
でみ
れば山
間部
へ行く程
「親類
おこない
」
が多
円
。」
こ
の指
摘は極め
て
示
オコ
ナイ
の本
来の
姿は
「親類
オ
コナ
イ」
では
なか
ろうか
唆
に富
んでおり
、
と考
えること
がで
きる
。
とする
ならば、
集福
寺のオ
コ
ナイ
を特
徴守
つけていた
親族
一同の結
束の強
化と
いう
機能
は、
決し
て集
福寺個有
のも
ので
はな
く、
むしろそれこれ
が、
オコナ
イと
いう
神事儀礼
の
本来的機能
である
という
ことに
なる。
ここに
わ
れわれ
の第二
の視
座
を求
めること
がで
きる。
さらに、
右の視
座に関
連し
て、
さき
の井
上氏
の指
摘から、
「親
類オ
コ
ナ
、、
、、、、、
イ」
は
「組オ
コナ
イ」
、、、、、 へ移
行す
ると
いう
変化
の視
点を持
つこ
と
がで
きる。
事実
、井
上氏
は、
余呉町池原
にお
いて
は
「元
は親類が
手伝
った
が、
後に隣
組が代
つ (問
」と
報告
し
てい
るし
、
また
高
月町高
野では
「元
は親類が
手伝
っ
たが
今は半分は組
内が手
伝兇
」と
記し
ている
。
こ
の高
野
の場
合は、
「親類」
から
「組」
へ
の移
行の中
間形態
と考え
ること
がで
きる。
翻っ
て下
丹生を
みれば、
前節
で
述べ
た如
く、
昭和
二八
年を境
に
して
「 掛野
hr
p h
九十
」
かい
「 紗hr
phf
九十
」
…秒
~ゃ
いか
いか
こと
が
明ら
かであ
る。
この
変
化を
促したと
考え
られる要
因は既
に指摘し
てお
い
たが、
要す
る
にム
ラの共
同体的性格
の弛
緩と
、
オコナ
イの
より
合理的運営
への
指向
と
い
うこ
とが挙
げられる
と思う。
言い
換え
るな
ら、
外社
会から
の
「近代化」
の
波及が変
化
の
イン
パ
クトにな
って
い
ると
考え
られ
るわ
けで、
その
波
及の度
合が小さ
い
「山
間部程
「親類
おこない
」
が多
い」
のも
うなず
ける
ところで
ある。
もち
ろん
、わ
れわれの下
丹生
の事
例と、
井上氏
の簡
単な民俗
学的報告
だけ
に基づ
いて
、
この
変化
の視
点を湖北
全体に敷
街
する
ことは
さし
控え
な
一つ
の有
力な
作業
仮説と
して
今後
の
オコ
ナイ
研究
に適
ければならな
いが
、
用し
てい
くこ
とは可
能である。
以上、
従来
の
オコ
ナイ
研究
に基
づいて
、
下丹
生のオ
コ
ナイ
を分
析
する
の
に有
効と考
えられ
る三
つ
の視
角を設定し
てみ
たが、
要は
こ
れら
がどれだけ
の一
般性
をもち得
るかと
いう
こと
である。
全ては
、
今後
の研
究の進
展に
か
かって
いる
という
こと
になる。
さらに、
これ
ら下丹生
の視
点と
、
宮座全
般
の構
造と変
化に関
する
理論的
札僻
とが
いか
に関わ
り合う
か、
綿密な検討を
必要と
する
ことは
言うま
でもな
い。
いまは
、その
場でも、
またその時
期でも
ない
の
で問
題提起
だけにとどめ
てお
くことに
する。
(一
九七九
・一0
・二七
〉
宮座
の
社会
人類
学的調査
V 
注
ω
下丹生
は江戸
時代に
天領
に
属
していた
から年
貢の
取り立
てが厳しく
なく、
生
活は
比較的
安定
し
てい
たと
言わ
れて
いる
。
例えば彦
根藩に
属し
てい
た地
域では
年貢
の取
り立
てがかなり
厳し
かっ
たようである。
凶古
老の話
によ
れば、
明治初
期に
は
下丹生
内に分
家を出すと
いう
傾向が
あ
った
ょうであるが、
経済基
盤が軟弱
であるために分
家に
よる共
倒れが続
出したと言
う。
それ
以後部落内
に分
家を
出
さな
いこと
が原
則と
されて
いる
。
凶他
のムラ
組
織
の概
況
につ
いて
は、
高尾
公矢
・松
本誠
一
「宮座
の組
織と儀礼に
関す
る社
会
人類学
的覚書l|滋賀県余
呉町
下丹生
の
場合」
『東洋大学大
学院紀
要』
第一
五集、
一九七
九年、
を参
照さ
れ
たい。
ただし、
その
後の調
査
・検討
の
結果、
前報告中修正
すべ
き箇所を本稿
で書き
改めた。
凶
隠居
個人
の
預貯金や有価証券配当、
老齢年
金など
の所
得を
母
屋と
は別に持
つ
こと
がある。
婿養子
を迎える前
に山の木
を切
っ
て換
金し、
通帳に
入れて隠
居財
産とする例
もあ
った
よう
だ。
同肥
後和男
『近江に
於ける宮
座
の
研究』
東京文理科
大学文科紀要第
一六
巻、
一
九三
八年、
七三頁
。
附こ
のム
ラでは
、
人寄
せをする
場合、
村の
「オ
モシン
ルイ
」
は、
家族
全員
が
お
もむ
い
て主に手伝い
をする
こと
にな
って
いる
。
口は、
一人が手
伝いをし
、
一人
はお
客様
と
いう
こ
とになる。
白は、
手伝
いは
な
く、
まっ
た
くの
お客様あ
っか
い
とい
う
こと
になる。
また
滋賀
県野洲郡野洲町
三上
では
、「自
己より
近い親
等距離
にある親
等
〈濃
い
シン
ルイ
)
をオ
モシンル
イ、
遠い親
等距離に
ある親
類
(薄
い
シン
ルイ
)
を一
人ヨピ
シン
ルイと
呼び
区別し
ている
」
(竹本康博
コニ上
の親
族
組織l大中小路
の事
例を
中
心とし
て|
」
社会伝承研究会近
江村落
調査委員会編
『近江
村落
の研
究』
第一号
、
二七
頁、
一九七六年
〉
という
。
なお
、
「オ
モシン
ルイ
」
の存
在する
宮座制村落
の
モノ
グラフとして
、
つぎの
もの
がある。
高橋統
一『官座
の
構造と
変化|祭記長
老制
の
社会
人類学的研究1』
未来社、
一九
七
八年
所収、
第一
O章事例
底、
伊香郡西浅
井町
集福寺。
「近江湖
西農村社会
の構
造
(E)
|滋賀県高島
郡高島町
伊黒i」
『明
治大学
政経学部
社会学関係ゼ
ミナー
ル報
告』
第一
四
集、
一五七tニ
七六
頁、
一九七
八年
を
参照。
間前
掲、
高尾
公矢
・松
本誠
一
「官座
の組
織と儀礼に
関す
る社
会人
類学的覚書I
滋賀県余呉
町下
丹生
の
場合l」
λO頁、
を参
照。
附こ
のムラ
の
親族組
織は、
光士口利之教授
の類
型論に
従えば、
B型
(規
定的親族
一五
三
宮座
の
社会人類学的調査
V 
優位
型のサ
ブタ
イプ
である
BlI型に属
する
よ
う
に思われる
(光台、
「農
村
の
家族
と親
族」
姫間
勤、
上子武
次編著
『家族
その
理論と実
態』
一五二
t
一五
三頁
、
川島書底
、
一九
七一年
)。
なお、
年齢階梯制村落
の親
族構造に
つい
ては、
江守五夫
『日本
村落社会
の構
造』
弘文堂、
一九七
六年
、
二一
二一
t
二六二頁
、
を参
照。
同藤
井秀男氏所蔵。
秀男氏
の祖
父友吉
(慶応
一万年生)
とそ
の妻
、
同氏
の父
儀三
郎(
明治
二二
年
生)
をはじ
め餅
担き衆と
掲頭
(友吉)
宅前に集ま
った
人々
の写
って
い
る貴
重な写
宣円である
。
儀三郎
氏、
がり
りし
い青
年姿
である
のが、
明治末年
と推
定する
根拠。
制オ
コナ
イの
呼
称に
関
し
ては
、
「オ
コ
ナイ」
の他に、
「ジ
ンジ
(神事ご
と称
す
る地区
が幾
つか
あり
、
また伊
香郡西浅井町大
浦では
「シ
ン
ギヨウエ
(神行会ど
と呼
んでいる
。
(井上
頼寿
『近江祭礼風土記』
滋賀県神社庁、
一九
六O
年、
一
頁)
もちろ
ん本
稿
におい
ては
、
そ
の儀礼
組織及び内容を
問題と
しているので
、
こう
した呼称の差
異に
はとらわれな
い。
凶前
掲、
井上頼寿
『近、
江祭
礼風土記』
一頁
。
中沢成晃
「お
こない
の研
究!近江
を中
心とし
てl
h
『ま
つり
』
第二
四
号、
一九七
四年
所収、
一四
頁。
高橋勇
他編
『伊
香のおこない
』、鶏
足会、
一九七
六年
、
九頁
。
間前
注の三点
以外
では
、
三田
村耕治
「近江
湖北地
方のおこな
ひに就て
」、
『日本
民俗
学の
ために』
第四巻
、
一九四
七年
所収、
部分的に
では
あるが、
肥後和男
「近
江の官
座に
つい
て」、
『民族学研究』
第二
巻四号、
一九
三六
年
、問
、
前掲、
『近
江に於ける宮
座
の研
究
』、東
洋大学民俗研究会
『余呉村
の民
俗
』、一
九
七O
年等
が
挙げ
られる。
側前
掲、
高橋統
一
『宮座
の
構造と変化』、
の第
九章及び
第
一O
章。
ω前
掲、
高橋
統一
『宮
座の
構造と変
化
』、二
二四
頁t
二二
五
頁。
日同
右、
二三
八頁
。
側も
ちろん
、
湖北
におい
て
も
長老
の存
在す
る事
例
は見い出
せる。
東浅井
郡湖北
町尾上
の場
合、
オコナ
イ
神事
に関
与する
年齢階梯
として
、
若連
中・
老・長
老
の三
階
梯が
ある。
者連
中は数
え年十五
才以上
、
三十
才以下
の未
婚の男
子
で組
織
されており
、
毎年オ
コナ
イの
直
前の
日曜日に行われ
る加
入儀礼を
経て
その
メ
ン
バー
になる
。
者連中
の主
な仕
事は、
控訴の準
備とあ
とかた
づ
けである。
次に中老
は、
四十二才の男
子から
成っ
ており
、
オコナ
イの
際
、
頭屋
の
世話方を
つと
める
( 尾上
の場
合、
頭屋
は四
軒
あり
、
各頭屋ご
と
二名 世
話
方が
いるので
、
全
部
で
一五
四
八名
の
世話方
が必要に
な
る)。
最後に
長老
は、
八名
からなる
八人
衆を組
織し
て
いる
。
これ
は、
病気
で動けな
いよ
う
な人
、
ある
いは
、
八人
衆の最
長
老である八
人頭を
つとめたのち
、
役割を
果せな
いとし
て脱
退した人
を
除い
たムラ
で
の年
長
者八名から成る。
概ね六
十才代
で加
わること
が多い。 八人
衆の役
割は、
拝殿に
のぼり
、
神主を補
佐し祭
を執行
する
ことで
ある。
ところで
、こ
の整
然と
した年
齢階梯秩序
の存
在から判
断
する
限り、
尾上
のオ
コナ
イは
祭紀長老
制であるとみ
なすこ
とが
できるが、
他方
におい
て 、
オコ
ナイ儀
礼の中
心をな
してい
ると
考え
られる頭屋で
の儀
礼
をみると、
ど
うも長老制と
は言
い難い面
が指
摘
される
の
で
ある。
とい
うのは
、
長老
の
八人
衆は、
頭屡
でおこなわれる
コナ
イ
の座に
はす
わること
がで
き
ないという
規則
がある
から
である。
つま
り、
長老
の八
人衆
の
役
割は、
神社
の拝
殿での儀
礼に
限定
されており
、
逆に、
頭農を中心
とする
儀礼
は、
先の世
話方に
見ら
れる如
く、
中老が
重要な役
割を担
って
いるの
である。
結
局の
ところ
、
オコ
ナイ神
事の
ウエ
イトをど
こにお
くかで見
方も
かわ
って
くる
こ
とになる
が、
後述
する
ように、
オコナ
イ
の本
来的機能が
当家
(頭屋)
制と
それ
をめ
ぐ
る
習俗
にある
とする視
点
に立
っと
、
尾上
の事
例も必ず
し
も長老制
である
とは
言えなく
なるの
である。
いず
れに
して
も、
長老が
一定
の役
割を担
っ
て現
実
に存
在し
ており
、
かつ
中
老以
下の
若連中組織
も整
って
いる
とこ
ろから
して
、
大
浦・
集
福寺
・下丹生
の事
例、ど同
一に
扱うこ
とはで
き
ない。
(以
上、
尾上
に関
す
る
資
料はす
べて
、
竹本康博
「湖北に
おける官
座儀礼l滋賀県東
浅井郡湖北
町
尾
上の
事例
l
h『
社会伝承研究』
盟、
一九
七四
年、
コ一六頁
i四二一良
、
に基
づ
く。〉
なお、
集福
寺に隣
接の塩
津中で
は、
当家制と
の関
連で、
年令
階
梯(
儀礼
的ス
テ
イタス
)
が
顕著に
みられる
一面
があり
、
大浦
・集
福寺
・下丹生
・尾
上など
の諸
例を
考え合
せると
、
問題
はまだ
展開
でき
そうだ、
が、
当面はさ
し控え
て
おく
(前
掲、
高橋統
一『
官座
の
構造と変
化』
第一章
、
四九
頁
および
一O章、
二三
O、
二
三九t
二
四O
頁)
。
間前
掲、
井上頼寿
『近
江祭礼風土記
』、
ω同
布
、
九頁
。
側同
右、
一O
頁。
仰向
右
、
九頁
。
間同
右
、
九頁
。
閤前
掲、
高橋統
一
一五
頁
i一
六頁
。
『官座
の構
造
と変化』
、
終章、
二
四九頁t
二
六九頁
。
④ 阿弥陀主主 (別当蛍〉
③ 受頭を控えて新築中 〔藤井義一氏宅〉
⑨ 指頭宅ニ ワ で の モ ロ ト 衆 に よ る 餅揚 き
⑮-2 同 右 ⑩-1 大頭行事規約記録集
@l-3 同 上
⑪-2 同 右
⑪-3 同 右 ⑪-1 大頭寄米控帳
⑫ 明治末年 と 推定 さ れ る 掲頭記念写真
